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つ再現性のある短鎖ヘアピン型RNA（s hRNA）の発現ベクターを遺  
伝子導入して使用する方法も広く利用されるようになってきた。しかし、  
この短鎖RNAを発現させるためのプロモーターには特異性が無く、導入  











リン誘導性マウス」と「組み換え酵素Cr eLloxPマウス」を各々に  
樹立して、さらに互いに交配させる従来の作成法を用いることも可能であ  
るが、非常に長期に渡る複雑な実験工程と広大な飼育施設とさらに多大な  
実験者の忍耐が要求される。   
本研究では、これらの作成法の簡易化と作成期間の短期化を目的として、  
時間的な遺伝子発現の制御が可能な市販のpSingle－tTS－   
・し  
s hRNAベクターにlo xP様TATA－lo x配列を配置して改良  
した以前のベクターに、プロモーター特異的にCr e酵素を発現させるこ  
とが可能な領域を組み込んで「オールインワンタイプ」として完全な単一  
＼  
ベクターとした。このベクターのCr e酵素の翻訳領域の上流に1a cプ  
ロモーター（アノ。。）を挿入し大腸菌に導入するとPノβ。特異的なIPT  
G添加によるCr eの発現誘導をウェスタンプロット法にて確認するこ  
とができ，さらにTATA－lo x間の遺伝子組換えが起こることもRF  
LP法により確認することができた。したがって、単一ベクター内でプロ  
モーター依存的なC r e酵素の発現と遺伝子組換えが起こり得る本ベク  
ターを用いると、時空間的な遺伝子発現を制御できる実験系の簡易化に寄  
与すると共に、異なる種類のマウス間の樹立と交配を経ずに、一度の受精  
卵への遺伝子導入で、時空間的な遺伝子発現を制御できる実験動物を作成 ぐ  
できるものと期待される。  
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